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私は就労支援の事業所で、障がいのある方が一般就労するた
めのサポートをしています。私自身は、産休・育休を経て、
今も周りの方々の支えに感謝しながら勤務をしています。私
の夢は、障がいのある方々が「働く喜び」をごく普通に感じ
られるようになることです。そのために
は、送り出した人達には社会人として「働
き続ける大変さ」やそれを支えてくれる
家族、職場の方への「感謝」を感じられ
るよう“人とのつながりの大切さ”を伝
えていきたいです。

知的障がいは特
性によって困難
な部分やその対
応も様々である
ことから、バリ
アフリーが進ん

でいません。しかし、小さな工夫で、
多くの知的障がい者が過ごしやすい
社会の創設は可能です。その実現の
為に自分が出来ることはまだまだ少
ないですが、協会活動に参加させて
いただき、施設から様々な情報を発
信し「知ってもらう」ことで、共生・
共助の社会づくりに向けて一歩づつ
頑張っていこうと思います。

虐待事件を耳にする度に大きな衝撃を受けます。「なぜ虐待
が起きるのか !?」日々の支援から切り離す事ができないの
が課題です。自分が行う支援が、「本当に良いのか？」と自
問自答しています。現状に満足せず、日々の支援を振り返る

事が、「より良い支援」の第一歩に繋が
ると思っています。今後より良い支援の
実現の為に、施設で生活される利用者の
方の安全確保と支援力向上の一翼を担う
存在になりたいです。
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"try""angle" に「挑戦する視点」の意味を込め、3 つの頂点に「当事者・
家族・支援員」「施設・行政・地域」「過去・今・未来」などの多様な視
点を重ねて、点から線、線から面に広げる支援への思いを込めています。
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支援スタッフが語る私の夢 その実現に向けて

職業指導員として

知的障がい者の
バリアフリーの推進

正田 大輔（熊取療育園）

相模原の事件を受
け、障がい者に対す
る偏見や差別的な思
想が改めて問題視さ
れるようになりました。今思い返すと、
私も大学で福祉を学ぶまでは、彼らを特
別な存在と感じていたように思います。
現在私が勤務する茨木学園では、利用者
の社会参加を方針に掲げ、様々な活動に
取り組んでいます。入所施設の是非はあ
りますが、まずは閉鎖的にならず、地域
とのコミュニケーションを積極的に図る
ことが、障がい者への理解に繋がってい
くのではないでしょうか。私は、障がい
者に対する偏見や差別の無い社会の実現
を、今後も目指し続けたいと思います。

より良い支援を目指して！ 吉村 周一（隆光学園）

私は福祉の仕事に
就く前、大阪の某
有名テーマパーク
で 働 い て い ま し
た。そこで学んだ
ホスピタリティや
エンターテインメント性など、利用者
さんの支援に通ずるものが沢山あり、
私の支援者としての考え方のベースに
なっています。私は、今後も利用者さ
んに「楽しみ」を提供し続ける事の
出来る支援員でありたいと思っていま
す。そして、その楽しみの経験の積み
重ねが、利用者さんのより良い生活に
繋がればと願っています。

坂本 雅春（堺みなみ）

偏見や差別の無い社会の
実現を目指して
髙原 良太（茨木学園） 

岩本 亜紀（加島友愛会 Link）

福祉の世界で、世界最高を
お届けしたい！
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世
界
中
が
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
熱

気
が
ま
だ
冷
め
止
ま
ぬ
昨
年
10
月
、
知
的
障
が
い

者
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
第
35
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
６
大
阪
」
が
、
２
１
０
０
名
を
超
え

る
選
手
と
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
の
下
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
私
は
編
集
委
員
と
し
て
、
メ
イ
ン
会
場
で

あ
る
「
ヤ
ン
マ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
長
居
」
を
取
材
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
選
手
が
競
技
の
際
に

見
せ
る
真
剣
な
表
情
や
、
表
彰
台
で
誇
ら
し
げ
に

メ
ダ
ル
を
下
げ
万
歳
三
唱
し
て
い
る
姿
を
目
の
当

た
り
に
し
、「
こ
の
感
動
を
わ
か
ち
あ
お
う
！
」

の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
通
り
、
多
く
の
感
動
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
に
よ
り
、
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
が
世
間
で
も
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
に
関
し
て
は

残
念
な
が
ら
参
加
者
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
を
通
じ
、
一
人
で
も

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
編
集
委
員
一
同
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の

情
報
を
発
信
し
続
け
て
参
る
所
存
で
す
。
第
36
回

大
会
は
、
ぜ
ひ
会
場
ま
で
足
を
お
運
び
下
さ
い
。

（
茨
木
学
園　

髙
原 

良
太
）

第
35
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
大
阪

平
成
28
年
10
月
８
日
㊏
・

９
日
㊐
・
15
日
㊏
・
16
日
㊐

【
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
】 

こ
の
感
動
を
わ
か
ち
あ
お
う
！
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施
設
訪
問
記

施
設
訪
問
記

りらぶ

　

糸
を
か
し
は
社
会
福
祉
法
人
育は
ぐ
く
む夢

が
運
営
す

る
生
活
介
護
の
事
業
所
で
、
人
形
芝
居
「
ぬ
く

ぬ
く
座
」、
ち
ん
ど
ん
「
て
ん
て
こ
ま
い
座
」、

手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
工
房
「
糸
こ
ん
こ
ん
」、

そ
の
他
外
部
講
師
を
招
い
て
の
書
道
や
即
興
楽

団
活
動
な
ど
多
彩
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
芸
術
表
現
活
動
を
中
心
に
管
理
者

の
西
口
敏
江
氏
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

主
な
取
り
組
み

　

平
成
７
年
、
障
が
い
の
あ
る
人
達
の
働
く
拠

点
、
そ
し
て
家
以
外
で
仲
間
の
集
う
場
所
、
楽

し
い
こ
と
を
す
る
場
所
の
創
設
を
目
的
に
糸
を

か
し
作
業
所
を
設
立
。
障
が
い
者
の
可
能
性
を

探
る
活
動
と
し
て
人
形
芝
居
「
ぬ
く
ぬ
く
座
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
福
祉
施
設
や
教
育
機
関
で

多
数
の
公
演
を
行
い
、
吹
田
メ
イ
シ
ア
タ
ー
人

形
劇
コ
ン
ク
ー
ル
（
全
国
大
会
）
で
３
回
の
入

賞
歴
を
持
つ
実
力
劇
団
と
し
て
成
長
し
ま
し

た
。
そ
し
て
更
な
る
表
現
活
動
と
し
て
平
成
12

年
ち
ん
ど
ん
「
て
ん
て
こ
ま
い
座
」
が
誕
生
、

地
域
商
店
や
、
市
や
福
祉
施
設
か
ら
依
頼
を
受

け
て
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ラ
シ
配
り
や
Ｐ
Ｒ
活
動
な

ど
も
行
っ
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
手
作

り
こ
ん
に
ゃ
く
工
房
「
糸
こ
ん
こ
ん
」
で
は
手

練
り
に
こ
だ
わ
り
、
機
械
練
り
に
な
い
食
感
が

多
く
の
方
の
好
評
を
得
て
、
地
域
の
飲
食
店
で

調
理
販
売
さ
れ
、
贈
答
用
セ
ッ
ト
な
ど
も
人
気

で
す
。
取
材
に
行
っ
た
際
も
沢
山
の
こ
ん
に
ゃ

く
の
出
荷
準
備
の
作
業
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

表
現
活
動
と
個
の
成
長

　

糸
を
か
し
の
活
動
で
は
個
性
や
天
性
の
持
ち

味
を
表
現
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
く
意
識
さ

れ
て
お
り
、
障
が
い
特
性
に
合
わ
せ
て
利
用
者

全
員
が
様
々
な
場
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
一

人
一
人
が
場
面
や
役
割
に
責
任
を
持
ち
、
集
団

の
中
の
「
個
」
を
強
く
意
識
す
る
こ
と
で
自
信

が
付
き
、
個
人
の
自
己
成
長
が
促
さ
れ
、
表
現

す
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て

も
ら
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

お
客
様
を
目
の
前
に
し
て
の
表
現
活
動
は
評

価
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
り
ま
す
。
そ
の
緊
張

感
や
良
か
っ
た
時
の
喜
び
が
利
用
者
に
と
っ
て

や
り
が
い
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
稽
古
風
景
で
は
、
利
用
者
一
人
一
人
が
表

現
者
で
あ
り
、
オ
ン
と
オ
フ
の
切
り
替
え
を
し

な
が
ら
稽
古
を
行
っ
て
お
り
、
プ
ロ
で
あ
る
と

い
う
意
識
と
高
い
集
中
力
を
も
っ
て
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
、
利
用
者
そ
し
て
地
域
と
、
共
に

歩
み
、夢
を
育
み
、一
緒
に
成
長
し
な
が
ら
様
々

な
出
会
い
や
縁
、
絆
と
い
う
「
糸
」
を
大
切
に

つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
こ
ら
れ
た
「
糸
を
か
し
」。

型
に
は
ま
る
こ
と
な
く
自
由
に
、
あ
り
の
ま
ま

に
精
一
杯
自
己
表
現
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
素

晴
ら
し
さ
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
施
設
訪
問
と

な
り
ま
し
た
。

　

私
は
平
成
18
年
10
月
か
ら
社
会
福
祉
法
人
和
光

福
祉
会
の
ホ
ー
ム
の
世
話
人
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。

　

知
的
障
が
い
者
の
支
援
に
携
わ
る
経
験
の
な

か
っ
た
私
は
、
最
初
の
１
年
間
は
利
用
者
に
対
す

る
支
援
の
方
向
性
が
全
く
わ
か
ら
ず
、
一
人
ひ
と

り
の
性
格
や
個
性
な
ど
を
な
か
な
か
掴
む
こ
と
が

で
き
ず
に
戸
惑
う
こ
と
が
多
く
、
自
分
と
の
葛
藤

の
毎
日
で
し
た
。

　

月
日
が
経
つ
に
つ
れ
、
研
修
会
に
参
加
す
る
機

会
を
頂
き
、
管
理
者
や
職
員
か
ら
利
用
者
に
対
し

て
の
支
援
へ
の
助
言
を
頂
き
な
が
ら
ホ
ー
ム
の
利

用
者
に
向
き
合
い
、
自
己
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
食
事
場
面
や
身
の
回
り
の

こ
と
な
ど
に
対
し
て
上
手
く
伝
え
る
こ
と
が
難
し

く
、
繰
り
返
し
同
じ
こ
と
を
お
話
し
す
る
と
い
っ

た
毎
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
、
言
葉
遣

い
や
人
と
関
わ
る
と
き
の
姿
勢
、
そ
し
て
思
い
や

り
の
気
持
ち
な
ど
が
自
然
に
作
ら
れ
、
利
用
者
自

身
の
喜
び
や
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
心
の
声
に

耳
を
傾
け
「
や
り
が
い
」
を
感
じ
な
が
ら
…
。

社会福祉法人 育
はぐくむ

夢　生活介護事業所 糸をかし

～生き生きはじけて変・身・心 !! ～

取材日：平成 28 年
　　　　　12 月 19 日（金）
取材者：熊取療育園　正田 大輔
　　　　かしま障害者センター Link
　　　　　水津 由依

第
2
若
葉
ホ
ー
ム　

古
梶 

し
を
り

豊中市服部寿町３丁目 18 番 12 号

次回は
北摂杉の子会の
作業療法士
小林哲理さんに
お願いします

ち
ょ
っ
と
＊
つ
ぶ
や
き
＊
リ
レ
ー

つ

ぶ

や

き

…

豊中まつり
ちんどん「てんてこまい座」

地域公演　人形芝居「ぬくぬく座」

ホーム「うららのお宿」前
こんにゃく販売
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障
害
者
支
援
施
設
部
会

部
会
報
告

【
施
設
長
会
】

　

年
４
回
を
基
本
に
開
催
し
て
い
る
施
設
長
会
は
、

「
施
設
長
の
た
め
の
」
会
議
で
す
。

　
「
施
設
長
は
施
設
に
一
人
し
か
い
な
い
の
で
、
こ

の
会
で
は
同
じ
立
場
の
者
同
士
で
忌
憚
な
く
意
見
を

話
し
合
い
た
い
。」
と
の
言
葉
の
も
と
、
同
じ
立
場

の
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
、何
で
も
話
せ
る
場
に
な
る
。

　

情
報
は
瞬
時
に
手
に
入
れ
ら
れ
る
時
代
で
す
が
、

デ
ジ
タ
ル
な
情
報
で
は
な
く
血
と
熱
が
か
よ
っ
て
い

る
情
報
が
交
換
で
き
る
こ
と
を
念
頭
に
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

　
「
施
設
長
会
で
は
、
ど
ん
な
話
、
ど
ん
な
質
問
で

も
Ｏ
Ｋ
、た
だ
し
“
こ
こ
だ
け
の
話
”
は
守
る
こ
と
」

【
幹
事
会
】

　

現
場
の
職
員
の
方
に
、
交
流
と
意
見
の
交
換
を
目

的
に
年
４
回
の
会
議
と
施
設
見
学
を
基
本
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
協
会
を
通
じ
て
多
く
の
仲
間
と
知
り
合

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
や
、
悩
み
を
共
有
す
る
こ
と

で
明
日
へ
の
元
気
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
場
で
あ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
入
所
施
設
だ
け
で
な
く
各
方
面
に
見
学
に

う
か
が
い
多
面
的
に
見
識
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

機
会
で
も
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊　
　
　
　
　

＊

　

他
に
も
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
企
画
は
柔
軟

に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
多

く
の
意
見
（
参
加
者
）
が
、
活
動
の
生
命
線
と
思
い

な
が
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
部
会
長　

木
村 

勝
也
）

　この度、安本副会長兼事務局長が退任をされました。
後任として 11 月より事務局長を務める事になりました
中川博です。どうぞ、宜しくお願いいたします。以前は、
会員施設である障害者支援施設で勤務しておりました。
　今後は事務局として、会員の皆様に
サービスを提供する側になります。ま
だまだ不慣れで不安もありますが、会
員の皆様のお役に立てるように頑張っ
てまいります。
　今後とも、ご支援・ご協力ください
ますよう、宜しくお願いいたします。

平成 28 年 7 月～ 12 月 活動報告
7月

⿚⿚（社福）北摂信愛園へ機関紙掲載記事取材（6 日）
⿚⿚ 障害者支援施設部会施設長会（11 日）
⿚⿚ 地域支援部会（グループホーム）（11 日）
⿚⿚ 役員会（15 日）
⿚⿚ 障害者支援施設部会幹事会（26 日）
⿚⿚ 地域支援部会（短期入所）（29 日）
⿚⿚（社福）四条畷福祉会「津の辺」研修会講師として役員
2 名派遣　障害者支援施設部会　木村部会長・北村副部
会長（30 日）
⿚⿚ 機関紙「トライアングル」2016 春・夏号発行

8月
⿚⿚ 児童発達支援部会（入所）（9 日）
⿚⿚ 役員会（19 日）
⿚⿚ 権利擁護委員会（29 日）
⿚⿚ 障害者支援施設部会幹事会（30 日）

9月
⿚⿚ 児童発達支援部会（入所）施設見学（月の輪学園）・事
例検討会（13 日）
⿚⿚ 障害者支援施設部会施設長会（15 日）
⿚⿚ 障害者支援施設部会幹事会（16 日）
⿚⿚ 役員会（16 日）
⿚⿚ 北摂信愛園虐待防止委員会全体会議における外部委員に
役員 1 名派遣  障害者支援施設部会  木村部会長（18 日）
⿚⿚ 地域支援部会（グループホーム）（23 日）
⿚⿚ 日中活動支援部会、生産活動・就労支援部会幹事会医療
ケア研修会（29 日）

10月
⿚⿚「第 35 回スポーツフェスタ 2016 大阪」前日準備（7 日）
⿚⿚「第 35 回スポーツフェスタ 2016 大阪」（8 日～ 9 日、
15 日～ 16 日）
⿚⿚ 児童発達支援部会（入所）栄養士研修会（13 日）
⿚⿚ 地域支援部会（グループホーム）施設見学（（社福）障
友会エリアサポートグループ）（14 日） 
⿚⿚ 地域支援部会（グループホーム）施設見学（特別養護老
人ホームかんなびのさと）（20 日）
⿚⿚ 理事会、役員会（21 日）
⿚⿚ 地域支援部会（短期入所）施設見学（熊取療育園）（25 日）
⿚⿚ 日中活動支援部会、生産活動・就労支援部会施設長会研
修会（26 日）
⿚⿚ 平成 28 年度全国会長・事務局長会議（27 日～ 28 日）
⿚⿚ 障害者支援施設部会幹事会施設見学（熊取療育園運営グ
ループホーム）（31 日）

11月
⿚⿚ 平成 28 年度新任職員研修（7 日）
⿚⿚ 障害者支援施設部会幹事会施設見学（エコール KOBE）（7
日）
⿚⿚ 権利擁護委員会施設見学（北摂信愛園）及び情報交換会（8
日）
⿚⿚ 地域支援部会（グループホーム）（15 日）
⿚⿚ 障害者支援施設部会幹事会施設見学（月の輪学園）（22
日）
⿚⿚ 役員会（25 日）
⿚⿚ 第 38 回スポーツフェスタ 2016 大阪」反省会（28 日）
⿚⿚ 障害者支援施設部会　木村部会長　津久井やまゆり園へ
弔問・献花（28 日）

12月
⿚⿚ 近畿地区施設長会役員会（5 日）
⿚⿚ 障害者支援施設部会施設長会（6 日）
⿚⿚ 第 39 回近畿地区知的障害関係施設長会議（7 日～ 8 日）
⿚⿚ 機関紙「トライアングル」編集会議（9 日）
⿚⿚ 支援スタッフ委員会幹事会（9 日）
⿚⿚ 日中活動支援部会、生産活動・就労支援部会施設長会施
設見学（総合支援施設みずほ・おおぞら）（14 日）
⿚⿚ 役員会（16 日）
⿚⿚（社福）育夢へ機関紙掲載記事取材（19 日）
⿚⿚ 近畿地区施設協会障害者支援施設部会役員会（19 日）
⿚⿚ 近畿地区会長・事務局長会議（21 日）

● 事務局長に就任しました ●

今回の「トライアングル」の編集には、支援スタッフ委員会のメンバーにも手伝ってもらいました。
色々な意見を取り入れながら今後も作成していければと思います。（編集委員）

編集後記


